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OR誌における前回の流通特集を見つけるためには，  

1984年8月号にまで潮らなければならない．マーケテ  

イング・モデル，マーケテイング・サイエンス等のマ  

ーケテイング関連の特集はこの間何度か組まれている．  

また，1990年5月号では「物流革命とOR」が特集され  

ている．しかしながら「流通」にスポットライトを当  

てた特集にたどり着くには，干支を一巡しなければな  

らない．   

この間，日本の流通は大きく変化してきた．変化の  

原動力の1つは国際化である．84年当時の円の対ドル  

レートは，84年末で250門前後でぁった．昨今では円  

安基調になっているとはいえ，12年間で海外からの商  

品や原材料の調達環境は激変してきた．製品輸入比率  

は着実に上昇しつづけ，海外から安価な商品が入るこ  

とがバブル崩壊後の価格破壊現象を促進した．さらに  

近年では外資系企業の小売業界への参入も，玩具，レ  

コード， ファッション等の分野で進展している．   

流通の変化の背景にあるもう1つの大きな要因は情  

報化である．例えばスーパー・マーケットやコンビニ  

エンス・ストアで使用されているバーコード読み取り  

型のPOSシ．ステムの導入店舗数をみると，84年当時  

で3000店舗弱だったものが，現在では20万店を超える  

までになっている．POSは情報化進展の一例である  

が，この他の多様な領域で流通情報化が進展してきた．   

国際化，情報化の他にも，流通の変化の要因は様々  

にあるが，変化を促進してきた最も大きな，かつ根元  

的な原動力は，現在の日本の流通システムが非効率で  

あるという共通認識であったと思われる．その意味で  

上記のような変化は等しく，流通効率化に向けた変化  

であると位置づけられる．流通の効率化が他の分野に  

おける業務効率化と大きく異なるのは，・企業間をまた  

がる業務において多大な非効率が発生しており，そこ  

に大きな課題が存在しているという点にある．こうし  

た企業間をまたがる業務には，受発注等の情報のやり  

取り，商品の納品や検品，商談などの様々な性質のも  

のがある．特集の最初の論文である江原氏による「流   
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通ネットワークとCALS」では，こうした企業間にま  

たがる業務の効率化が現在どのように果たされつつあ  

るのかが，まとめられている．   

流通効率化の進展は小売業態間の競争環境を変化さ  

せつつある．例えば，近年伸張してきたコンビニエン  

ス・ストアは，時間，立地，品揃え等の利便性の提供  

で消費者の支持を得ている業態だが，その利便性を支  

えている仕組みの1つは効率的な流通システムである．  

大久保氏の「10年彼の小売業態予測」では，各小売業  

態の勢力図が今後どのように変化していくかを予測し  

ている．江原氏の論文とあわせ，これら2編の論文に  

よって流通全体の現状と今後の方向性の一端を把握す  

ることができるだろう．   

他り2編の論文では，流通分野においてOR的なア  

プローチが有効だと思われる領域の1つとして，商圏  

分析の周辺に焦点を当てている．佐藤氏の「商圏分析  

モデルの現二伏と課題」では，′」、売店の商圏分析モデル  

のヨ塑論研究，実証研究を整理し，成長業態であるコン  

ビニエンス・ストアにモデルを適用する際の留意点を  

整理している．平下氏の「流通における地理情報シス  

テム活用の現状と課題」では，流通業の出店計画や既  

存店の評価に，地理情報システムがどのように利用さ  

れているのか，今後の課題は何かが整理されている．   

前述したように，前回の特集から今日までの問に大  

きく流通は変化してきた．しかしながら，こうした変  

化は終了したのでも，一段落ついたわけでもない．現  

在もその変化の真っ只中にある．本特集がこうした変  

化の方向性を明らかにするための一助となれば幸いで  

ある．  

オペレーションズ・リサーチ   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




